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残暑お見舞い申し上げます
　令和６年６月22日、牧之原市史料館におきまして第44回
定時総会が行われました。
　理事会の改選が行われ、新理事長・新理事が選出されま
した。新体制のもと、地域社会の中に根ざしたセンターと
してあり続けるために、さらにセンター事業を充実、発展
させるために一丸となって取り組みましょう。



　

会
員
に
な
っ
て
五
年
、
年
齢
が
七
十

歳
に
到
達
し
、
前
年
度
就
業
日
数
が

六
十
日
を
超
え
た
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
皆
様
方
で
す
。

大
井　

和
正
（
静
波
）

川
田　

敬
子
（
菅
ケ
谷
）

中
田　

文
代
（
勝
田
）

中
村　

博
一
（
静
波
）

鈴
木　

倫
之
（
波
津
）

西
久
保　

ま
ゆ
美
（
細
江
）

赤
堀　

武
男
（
白
井
）

古
川　

た
き
代
（
波
津
）

野
村　

進
（
仁
田
）

藤
原　

さ
ち
江
（
静
波
）

永
田　

晃
（
静
波
）

清
水　

晃
（
細
江
）

伊
村　

修
一
（
波
津
）

宇
都
宮　

光
子
（
大
沢
）

鈴
木　

ヤ
ス
子
（
細
江
）

川
村　

廣
子
（
道
場
）

大
塚　

幸
子
（
波
津
）

高
橋　

勝
也
（
細
江
）

順
不
同
・
敬
称
略
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６
月
22
日
、
牧
之
原
市
史
料
館
に
お
き
ま

し
て
、
第
44
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、正
会
員
数
４
８
１
名
の
う
ち
、

出
席
し
た
会
員
は
81
名
、
書
面
表
決
３
３
１

名
で
し
た
。

　

本
杉
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
会
員
表

彰
が
行
わ
れ
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
提
出
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
44
回
定
時
総
会
開
催

全
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

表彰式

会場の様子

　

セ
ン
タ
ー
役
員
を
三
期
以
上
勤
め
ら

れ
、
か
つ
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

皆
様
方
で
す
。

矢
部　

文
俊
（
大
江
）

田
中　

由
江
（
切
山
）

榎
原　

愛
子
（
福
岡
）

役
員
表
彰

会
員
表
彰



理
事
長
交
代
の
ご
報
告

ん
、
多
く
の
人
生
経
験
の
中
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
会
員
の
皆
様
方
の
人
脈
の
力
が
必
要
で

す
。
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

３
に
関
し
ま
し
て
は
、
業
務
内
容
の
明
確

化
と
発
注
者
と
会
員
の
皆
様
方
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
須
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

を
活
か
し
能
力
を
発
揮
さ
れ
て
、
と
も
に
牧

之
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な 

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中
期
５
か
年
計
画
の 

策
定
、
30
周
年
記
念
式
典
、
事
務
所
統
合
移
転 

な
ど
…
こ
の
場
で
は
語
り
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
様
方
と
の
会
話
、
互
助
会
の
旅

行
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
人
生
の
素
晴
ら
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
過
去
に
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
が
あ
り
、
ス
タ
イ
ル
、
生
き
方
が
あ

り
、
経
験
を
活
か
し
た
能
力
が
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
を
張
っ
て
額
に
汗
を
流
し
働
く
姿
を

見
て
「
シ
ル
バ
ー
に
人
あ
り
技
あ
り
心
あ

り
」
の
言
葉
通
り
、
皆
様
方
は
ま
さ
し
く
シ

ル
バ
ー
人
で
あ
る
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の

皆
様
方
の
温
か
い
ご
厚

誼
に
、
重
ね
て
御
礼
申 

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、 

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
６
月
22
日
を
も
ち
ま
し
て
理
事

長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
役

員
、
事
務
局
職
員
さ
ん
か
ら
、
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
理
事
２
期
、
理
事
長
4

期
の
12
年
間
、
大
過
な
く
務
め
る
こ
と
が
で

き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
御

理
事
長
退
任
挨
拶

本
杉
　
佳
弘
（
大
江
・
片
浜
）

新
理
事
長
就
任
挨
拶

理
事
長

堀
　
喜
一

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
方
の
汗
の
結
晶
こ
そ
が
、
こ
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
大
き
な
力

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
以
下
の
３
つ
の
指
標
に
重
点
を

置
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
．
安
全
就
業
・
健
康
管
理
推
進

　

２
．
会
員
数
の
増
加

　

３
．
契
約
件
数
の
拡
大

　

１
に
関
し
ま
し
て
は
、
就
労
は
身
体
が
基

本
で
す
。
引
き
続
き
ケ
ガ
等
に
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
に
関
し
ま
し
て
は
事
務
局
は
も
ち
ろ
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赤堀　康彦
（細江）

榎原　愛子
（相良・福岡）

森　　悟
（細江）

後藤　晴代
（白井）

直里　良男
（波津・須々木）

加藤　浜子
（地頭方）

永田　晃
（静波）

増田　基志
（大沢・菅ケ谷）

小俣　範直
（事務局長）

田中　由江
（勝間田）

松下　剛士
（大沢・菅ケ谷）

大澤　聖典
（細　江）

副 理 事 長

堀　喜一
（相良・福岡）

理 事 長

大井　和正
（静波）

槫林　初夫
（東萩間）

任期    令和６年６月22日  から  令和８年総会終了時 

役 員 の 紹 介 順不同・敬称略

理 

事

監 

事
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１ 心身の調子を一定に保とう。
２ 服装は動きやすく明るい色を着用する。
３ 作業道具はよく点検する。
４ 作業前、特に寒い季節は体をほぐす体操をする。
５ 時間にゆとりを持って行動する。
６ 作業場所は常に整理整頓しておく。
７ 共働・共助で仲良く作業。
８ 帰宅途中も気を抜くな。
９ 無理するな！今の体は中古品。
10 作業当日は不安や悩みを持ち込まない。

牧之原市シルバー人材センター　安全十ヶ条

作 品  安全就業に関する自作・未発表のもの
賞  最優秀賞・優秀賞・入選

応募先  シルバー人材センター事務局

審査結果  会報　第59号にて発表予定
締め切り  令和６年８月末日
表   彰  令和７年６月の定時総会

安全委員会だより安全委員会だより
安全委員の紹介

委員長 森　　　悟 （細　江）

副委員長 大石　正昭 （相　良）

委員 永田　　晃 （静　波）

委員 直里　良男 （須々木）

委員 増田　基志 （菅ケ谷）

委員 松下　洋子 （切　山）

委員 大塚穂津美 （　中　）

委員 柴山　大治 （静　波）

安全推進委員 加藤　正紀 （事務局）

任期：令和６年６月22日～令和８年総会終了まで

令和５年12月から令和６年５月までの期間に以下のような事故が発生しました。

就業中の事故について

発生日 年齢 仕事内容 発生状況

1 1月 70代 剪定 電動トリマーで右手人差し指裂傷

2 4月 70代 草刈り 飛び石による老人福祉施設のガラス破損

3 5月 70代 草刈り 飛び石による車輛のガラス破損

★安全に草刈り作業を行うために（全シ協発行　安全就業ニュースより　抜粋）
❶ 安全ルール厳守 ………「自分は大丈夫」は過信です。
❷ 現場の事前確認必須 …  「危険個所」を事前確認しましょう。
❸ 大振り厳禁 ……………  大振りは「事故発生率」が上がり危険です。
❹ 飛び石は防止できる …  防護ネット・上下刃逆回転ハサミ草刈刃  などを有効活用しましょう。

入賞者には賞品を用意しております。たくさんのご応募をお待ちしております。

令和５年度
最優秀賞

★ 安全に　作業してこそ　プロシルバー　（黒田　始）
★ 信頼は　仕事の質と　無事故から　　　（本杉尚士）

安全意識の高揚を願って標語の募集をします



− 6 −

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
あ
た
た
か
い
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在

�
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◦
ミ
ク
ニ
パ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

◦
三
和
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
業
株
式
会
社
　

◦
株
式
会
社
伊
東
フ
ー
ヅ

◦
島
田
掛
川
信
用
金
庫
　
相
良
支
店

◦
株
式
会
社
う
お
と
も

◦
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ク
本
部

◦
相
良
物
産
株
式
会
社

◦
東
洋
製
罐
株
式
会
社

◦
株
式
会
社
小
栗
農
園

◦
医
療
法
人
社
団
あ
け
ぼ
の
　
広
瀬
医
院

◦
株
式
会
社
丸
紅

◦
ペ
ン
シ
ョ
ン
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し

◦
マ
ル
サ
ダ
製
茶
株
式
会
社

◦
株
式
会
社
本
杉
製
作
所

◦
株
式
会
社
ブ
ン
テ
ン

◦
ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合
本
店

賛
助
会
員
の
皆
様

相
良
事
務
所
移
転
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
に
榛
原
事
務
所
が
静
波
に

移
転
し
ま
し
た
。
相
良
榛
原
両
地
区
の
ほ
ぼ

真
ん
中
に
あ
る
片
浜
の
事
務
所
は
、
地
頭
方

地
区
か
ら
は
約
10
キ
ロ
、
坂
部
地
区
か
ら
は

約
12
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
う
免
許
証
の
返
納
者
も
増
加

し
、
会
員
・
利
用
者
の
皆
様
方
の
事
務
所
へ

の
移
動
が
年
々
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

出
張
事
務
所
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、
負
担

の
軽
減
等
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
・

利
用
者
の
皆
様
方
の
移
動
距
離
を
短
く
し
、

安
全
に
移
動
で
き
る
等
を
考
慮
し
、
再
度
両

地
区
に
事
務
所
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

旧
相
良
児
童
館
に
、
相
良
事
務
所
を
移
転

し
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
一
体
化
を
保
ち
つ
つ
、

会
員
・
利
用
者
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

秋
ご
ろ
に
は
、
移
転
作
業
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
・
利
用
者
の

皆
様
方
の
ご
期
待
、
ご
要
望
に
お
応
え
で
き

る
身
近
な
存
在
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
６
日
、
11
日
に
海
岸
清
掃
の
奉
仕
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
静
波
海
水
浴
場
に
は

１
１
５
名
、
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
に
は
40
名

の
会
員
の
皆
様
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
も
お
お
ぜ
い
の
観
光
客
を
迎
え

る
準
備
が
で
き
ま
し
た
。
夏
の
海
の
に
ぎ
わ

い
は
街
に
活
気
を
呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

暑
い
中
、
朝
早
く
か
ら
参
加
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
岸
清
掃
奉
仕
作
業

静波海水浴場

さがらサンビーチ
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互助会だより
新 役 員 紹 介

任期　令和６年総会時から令和８年総会終了時まで

役 　 職 会　 員　 名
幹 　 事 田代　春雄（大寄）

幹 　 事 中島　晴美（仁田）

幹 　 事 山本　朝江（細江）

幹 　 事 松下　洋子（切山）

監 　 事 村松　活廣（静波）

役 　 職 会　 員　 名
カラオケ愛好会 池ヶ谷嘉男（坂部）

グラウンドゴルフ 松下　周光（波津）

手 　 芸 本杉　ハナ（大江）

ウォーキング 水野　勝治（東萩間）

監 　 事 河原崎充弘（波津）

令和６年度クラブ活動について

グラウンドゴルフクラブ

ウォーキングクラブ

カラオケ愛好会

手芸クラブ

毎月第１日曜日　13：00 から
吉田町住吉の『つみ木』

福祉施設などへの
慰問活動を計画中です

見学希望の方大歓迎です! !

★ぜひ見学にお越しください

９月14日 細江多目的公園GG場

11月９日 細江多目的公園GG場

１月11日 油 田 の 里 公 園

３月８日 相良港グラウンド

５月23日 浜名湖花博２０２４

６月26日 可 睡 ゆ り の 園

10月 行 先 未 定

11月 行 先 未 定

３月 行 先 未 定

奇数月第２土曜日開催
８時集合　8：30 開始

日程・行先お問い合わせください

毎月第１火曜日　9：30 から
カタショー　２階会議室

◎活動内容
◦壁掛け飾り　　◦小物づくり
◦しおり作り　　◦クリスマスの飾り
◦干支飾り　　　◦あかりアート� など
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出張事務所　日程のお知らせ

●開設時間　午前９時～午後３時
●実施内容　就業報告書や配分金明細書の受け渡し
　　　　　　入会説明お悩み相談など

※相良事務所移転完了後は
開設しませんので、ご了
承ください。

一
泊
旅
行
報
告

　

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
互
助
会
一
泊
旅

行
が
、
２
月
29
日
と
３
月
１
日
に
久
し
ぶ
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
は
、
干
支
に
ち

な
ん
だ
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
武
田
神
社
参
拝
、
水

陸
両
用
バ
ス
・
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
号
で
芦
ノ
湖
遊
覧
、

西
伊
豆
堂
ヶ
島
温
泉
・
桜
と
菜
の
花
ま
つ
り
が

メ
イ
ン
の
旅
程
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
私
た
ち
を

避
け
る
よ
う
に
降
っ
て
く
れ
て
、
２
日
目
の
青

い
空
と
黄
色
い
菜
の
花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
と

て
も
見
事
な
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
参
加
人
数
は
21
名
と
少
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
会
員
同
士
で
気
楽
に
行
け

る
旅
行
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
多
く
の
会
員
の

皆
様
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
21
日
に
、
互
助
会
役
員
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
発
表
し
た

と
お
り
、
今
年
度
は
、
福
利
厚
生
事

業
と
し
て
日
帰
り
旅
行
、
新
年
会
と

年
賀
は
が
き
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選

会
は
例
年
通
り
行
い
ま
す
が
、
検
討

し
た
結
果
一
泊
旅
行
は
実
施
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に
楽
し
く
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
内
容
や

日
程
等
を
見
直
し
行
事
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

※�

日
帰
り
旅
行
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決

ま
り
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【 
新
年
会 
】

　

令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

　

う
お
と
も　

に
て

武田神社

菜の花畑

互
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和６年	 ９月18日（水）
	 10月16日（水）
	 11月19日（火）
	 12月16日（月）
令和７年	 １月20日（月）
	 ２月17日（月）
	 ３月19日（水）

相良（相良保健センター内）

保健

セン
ター

相良
史料
館ホ
ール

相良
史料
館

シルバー人材センター

相良連絡所

牧之
原市
役所

相良
庁舎

駐車
場

今
後
の
日
程
の
お
知
ら
せ
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会
員
会
員
のの
広
場
広
場

　

今
回
は
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和
６

年
４
月
ま
で
の
間
に
入
会
さ
れ
た
皆
様
方

に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

目
的
も
な
く
時
間
を
浪
費
す
る
日
々
の

中
、
現
在
の
お
仕
事
と
出
会
い
、
週
2
日

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
の
目
標
と

気
概
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
業
務
に
前

向
き
に
取
り
組
み
、
心
豊
か

な
老
後
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
広
場
で
は
、
広
く
会
員
の
皆
様
方
か
ら
、

原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
内
容
形
式
は
自
由
で
す

が
、
誌
面
の
都
合
上
多
少
の
編
集
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
広
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
趣
味
や

余
暇
の
活
動
等
を
紹
介
す
る
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
他
薦
の
場
合
、
掲
載
前

に
必
ず
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
す
。
情
報
に
関
し
て
は
簡

単
な
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
会
報
編
集
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

縄
巻
　
尚
巳
（
細
江
）

心
豊
か
な
老
後
へ
の
期
待

交
通
安
全
表
彰

　

内
藤
さ
ん
は
静
岡
県
交
通
安
全
協

会
牧
之
原
支
部
や
「
静
波
区
交
通
安

全
会
」
の
役
員
を
20
年
以
上
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
街
頭
で
の
啓
発
活
動
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
・
清
掃
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
方
も
、
安
全
運
転
は

最
大
の
社
会
貢
献
で
あ
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
た
だ
き
、
就
業
先
へ
の
生

き
帰
り
に
お
い
て
も
普
段
の
生
活
に

お
い
て
も
、
自
動
車
で
も
自
転
車
で

も
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。　 内

藤
静
夫 

（
静
波
）

就
業
中
の
事
故
に
つ
い
て

就
業
中
の
事
故
に
つ
い
て

　

会
員
の
皆
様
方
は
、
就
業
中
の
事
故
と
い
う
と

作
業
中
に
起
こ
る
も
の
と
思
い
が
ち
で
し
ょ
う

か
？
就
業
先
へ
の
行
き
帰
り
も
就
業
中
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
全
国
組

織
「
全
シ
協
」
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
４

年
度
に
は
10
件
、
令
和
５
年
度
に
は
11
件
の
6
ヶ

月
以
上
の
入
院
を
伴
う
ケ
ガ
、
も
し
く
は
死
亡
に

至
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
自
動
車
に
限
ら
ず
、

徒
歩
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
す
べ
て
の
交
通
手
段
に

お
い
て
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
は
、
会
員
の
皆
様
方
が
、
健
康
で
安
全
で
安
心

し
て
働
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

生
き
が
い
を
も
っ
て
長
く
働
い
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
安
全
に
行
っ
て
無
事
に
帰
っ
て
く
る
、

そ
の
繰
り
返
し
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
で
、
日
ご

ろ
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
就
業
中
の
安
全

と
同
じ
よ
う
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
過
信

せ
ず
、
行
き
帰
り
の
安
全
も
心
の
中
に
と
ど
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、セ
ン
タ
ー
の
趣
旨 

（
健
康
で
働
く
意
志
の
あ
る
方
、な
ど
）
に
賛
同
す
る
方
。

　
会
員
の
皆
様
方
の
、お
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た 

ら
、ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

会
員
募
集
中
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事
務
局
よ
り

新
会
員
の
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
干
城
（
大
寄
）

　
　
　
　

大
澤
聖
典
（
細
江
）

　
　
　
　

堀
八
重
子
（
相
良
）

　
　
　
　

内
藤
敏
行
（
静
波
）

　
　
　
　

仲
間
公
美
子（
事
務
局
）

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５

類
に
移
行
し
て
２
度
目
の
夏
が
来
ま
し
た
。 

暑
い
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー 

チ
・
静
波
海
水
浴
場
の
に
ぎ
わ
い
が
だ
い
ぶ 

戻
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
人
々
の
娯
楽
の

形
態
は
様
々
に
な
り
ま
し
た
が
、
海
の
に

ぎ
わ
い
を
見
る
と
、
や
は
り
夏
は
海
と
花

火
が
似
合
う
、
と
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
自
然
と
災
害
は
隣
合
わ
せ
だ
と
、

思
い
知
ら
さ
れ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
い

つ
ま
で
も
、
こ
の
景
色
が
残
っ
て
ほ
し
い

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
高
気
温
の
記
録
が
塗
り
替
え
ら
れ
そ

う
な
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
健
康
に
留

意
し
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
会
報
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆

様
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
堀　

文
敏（
布
引
原
）

川
田　

義
宏（
大
江
）

小
楠　

恵
美
子（
静
波
）

濱
崎　

加
津
子（
静
波
）

本
杉　
　

実（
勝
俣
）

俣
平　

君
子（
新
庄
）

永
田　

和
美（
大
沢
）

山
村　

美
幸（
静
波
）

縄
巻　

尚
巳（
細
江
）

池
ヶ
谷　

裕（
坂
部
）

横
山　

剛
士（
大
寄
）

鈴
木　

て
つ
代（
静
波
）

鈴
木　

み
さ
江（
白
井
）

畠　
　

寿
夫（
大
寄
）

増
田　

夏
勇（
相
良
）

増
田　

初
英（
相
良
）

松
下　
　

昭（
波
津
）

令
和
６
年
４
月
30
日
現
在

枝
村　

和
男（
静
波
）

原
口
八
壽
代（
新
庄
）

向
笠
久
美
子（
静
谷
）

小
杉
由
美
子（
堀
野
新
田
）

原
口　

昭
夫（
新
庄
）

白
松　

秀
代（
布
引
原
）

永
田　

み
さ
江（
勝
俣
）

増
田　

敬
子（
細
江
）

　

４
月
か
ら
定
年
後
の
新
た
な
挑
戦
の
場
と
し
て
、

榛
原
事
務
所
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
加
藤
直
巳

で
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
日
常
生

活
の
要
請
に
、
会
員
の
皆
様
方
が
喜
び
や
生
き
が

い
を
見
出
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
今
ま
で
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
会
員
の
皆
様
方
の
社
会
参
加
を

促
進
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
、
充
実
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
絆
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
藤
直
巳
（
静
波
）

退
職
の
お
知
ら
せ

編
集
委
員
会
よ
り

　

榛
原
事
務
所
の
臨
時
職
員
、
内
藤
敏
行
さ
ん
と
大

関
進
さ
ん
は
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
が
益
冨
數
義
さ
ん
か
ら
内
藤
敏
行
さ
ん
に

交
代
し
ま
し
た
。

新
し
い
職
員
紹
介


